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【ネクスト・ジャパン最前線】

【Scenes of Solution】

「女性新ビジネスプランコンペティション」で
女性の起業活動を総合的に支援する
── 農業ビジネス支援で期待高まるベジプロバイダー事業

【未来人図鑑】

株式会社星野リゾート
代表取締役社長  星野 佳路 氏

日本旅館のおもてなしこそが観光産業の競争力をあげる

【旅のブックマーク】

ミッドセンチュリーのカンボジア
旅する作家  山口 由美

ＰＰＰ／ＰＦＩ活用拡大へ向けて

・地方ともに財政状況が厳しさを増す中、昨今ますます深刻化する公共施設の老朽化問題等へ

対応していくためには、ＰＰＰ／ＰＦＩ等による民間ノウハウや民間資金の活用が重要です。目下、

政府においても、ＰＰＰ／ＰＦＩ活用拡大へ向けて総力を挙げた取り組みを推進しているところであり、「日本

再興戦略」では、今後10年間でＰＰＰ／ＰＦＩの事業規模を12兆円に拡大することが目標に掲げられています。

DBJは、平成11年のＰＦＩ法公布以来、国内初のＰＦＩ事業への融資を行うなど、これまでＰＦＩ市場拡大に尽力

してきました。近時においても、コンセッション導入等を内容とするＰＦＩ法改正等の政策企画・推進への

協力、地方公共団体の公有資産マネジメントや各種ＰＰＰ／ＰＦＩ事業への取り組みサポート、地域金融

機関との連携によるセミナー開催などをはじめ、川上段階から幅広い取り組みを実施しています。

さらに、平成25年6月には本店地域企画部および各支店・事務所に「ＰＰＰ／ＰＦＩ推進センター」を開設、

国をはじめ、今後一層増加するとみられる地方公共団体や企業からのＰＰＰ／ＰＦＩに関する相談ニーズに

対応します。

ＰＦＩ法改正により平成25年10月に、独立採算型等のＰＦＩ事業に対する金融支援機能や地方公共団体等

に対する専門家派遣機能等を担う「（株）民間資金等活用事業推進機構（以下「機構」）」も設立された

ところです。DBJは、機構に対して、発起人の一者として出資を行っています。

今後もDBJでは、政府・機構・地方公共団体・企業・地域金融機関等の皆様との適切な連携のもと、

ＰＰＰ／ＰＦＩに係る各種調査・情報発信・提言や、多様なＰＰＰ／ＰＦＩ事業の発掘・形成支援、リスクマネー供給

等をはじめ、ＰＰＰ／ＰＦＩの活用拡大へ向け、取り組んでいきます。

【ＰＰＰ／ＰＦＩ推進センター　お問い合わせ先】　地域企画部 ☎０３-３２４４-１７５０

国

─「ＰＰＰ／ＰＦＩ推進センター」開設─



　航空機産業は、航空機の製造（機体・部品メーカー）、運航（航空会社）、ファイナンス（リース、銀行）という
3つの分野で構成される。そして、この3つの組み合わせで競争が繰り広げられるビジネスフィールドだ。その
航空機産業が近年、世界的な成長産業として注目を集めるようになった。最大の要因は、今後予想されている
航空需要の伸長と、それに伴う航空機のニーズの増加である。航空機産業の成長を予感させる動きは、日本
でも確実に表れている。航空機製造においては、日本企業の部品シェア35％を占めるボーイング787が
本格運航を開始、また2015年には国産初の小型ジェット旅客機MRJ（三菱リージョナルジェット）の初飛行が
予定されている。航空業界でも、首都圏空港の発着枠拡大、日系航空会社の新規路線開設ラッシュや相次ぐ
LCCの参入など活況を呈している。さらに、航空機ファイナンスにおいても日本のプレゼンスが高まっている。
こうした中で、日本の航空機産業の発展を確かなものとするためには何が必要なのか。今号では、その方法
や方向性について考えるとともに、航空機産業の発展に向けたDBJの取り組み事例について紹介する。

日本の航空機産業の
発展に向けて　
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複合的な成長モデルの実現に向けて
求められる金融面からの支援強化
── 航空機ファイナンスでアジアの拠点へ

Next Japan Next Japan

会
議
の
日
本
で
の
開
催
だ
。3
年
前
ま
で

は
ゼ
ロ
だ
っ
た
開
催
件
数
が
、今
年
は

3
回
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

〝
J
a
p
a
n 

i
s 

b
a
c
k（
日
本

が
市
場
に
戻
っ
て
き
た
）〞と
言
わ
れ
て

い
る
ほ
ど
だ
。こ
う
し
た
追
い
風
を
的
確

に
捉
え
、日
本
が
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
拠
点
を
目
指
す

こ
と
は
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー
や
航
空

会
社
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス
材
料

と
言
え
る
。

空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
は
、航
空

機
の
価
値
に
着
目
し
て
航
空

会
社
お
よ
び
航
空
機
リ
ー
ス
会
社
向
け

が
見
ら
れ
る
。

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
業
に
お
い
て
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
ト
ッ
プ
1
0
に
入
る
日
系
リ
ー
ス

会
社
は
昨
年
ま
で
ゼ
ロ
で
あ
り
、融
資

の
世
界
で
も
日
系
金
融
機
関
の
シ
ェ
ア

は
1
割
に
も
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て

い
た
。
だ
が
近
年
、
欧
州
危
機
等
の

影
響
も
あ
り
、日
系
金
融
機
関
や
総
合

商
社
が
海
外
の
リ
ー
ス
会
社
を
買
収

す
る
な
ど
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高
ま
っ

て
お
り
、融
資
の
分
野
で
も
邦
銀
の
新

規
参
入
が
相
次
い
で
い
る
。
ま
た
、航

空
機
を
運
航
す
る
航
空
業
界
も
、

J
A
L
の
完
全
復
活
、A
N
A
の
ア
ジ
ア

展
開
の
加
速
、相
次
ぐ
L
C
C
の
参
入

と
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
は
世
界
も
注
目
し

て
い
る
。そ
の
象
徴
と
も
言
え
る
の
が
、

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
係
る
国
際

し
て
い
く
よ
う
な
「
複
合
的
な
成
長

モ
デ
ル
の
実
現
」で
あ
る
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
複
合
的
な
成
長
モ
デ
ル
を

実
現
で
き
る
産
業
の
１
つ
が
航
空
機
産

業
で
あ
り
、日
本
の
航
空
機
製
造
業
と

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
業（
サ
ー
ビ
ス
業
）

の
存
在
感
が
、近
年
、次
第
に
高
ま
り
を

見
せ
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
の
追
い
風
と

言
え
る
。

　

具
体
的
な
動
き
で
は
、製
造
業
分
野

に
お
い
て
は
、次
世
代
中
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
の
日
本
企
業
の
部
品
シ
ェ
ア

が
3
分
の
1
に
達
し
た
ほ
か
、機
種
に

よ
っ
て
は
2
割
か
ら
3
割
以
上
が
日
本

製
と
い
う
機
材
も
あ
る
こ
と
や
、三
菱

航
空
機
が
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機

M
R
J
を
2
0
1
5
年
に
初
飛
行
、

2
0
1
7
年
に
市
場
投
入
す
る
計
画

造
業
の
復
権
が
日
本
経
済
再

生
の
鍵
と
な
る
中
、政
府
は
製
造

業
の
競
争
力
強
化
を
目
指
し
て
各
種

政
策
を
展
開
し
て
い
る
。そ
う
し
た
中

で
大
き
な
課
題
と
な
る
の
が
、日
本
の

G
D
P
に
占
め
る
割
合
が
7
割
を
超

え
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上

や
国
際
競
争
力
の
強
化
で
あ
る
。な
ぜ

な
ら
、現
在
の
日
本
に
必
要
な
の
は
、

従
来
の
製
造
業
は
製
造
業
、サ
ー
ビ
ス

業
は
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
個
別
に
検

討
さ
れ
る
産
業
政
策
で
は
な
く
、製
造

業
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
相
互
に
リ
ン

ケ
ー
ジ
を
深
め
、
広
義
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
国
際
競
争
力
を
強
化

上
の
ジ
ェッ
ト
機
市
場
は
ボ
ー
イ
ン
グ
社

と
エ
ア
バ
ス
社
の
寡
占
状
態
に
あ
り
、

将
来
の
中
古
機
価
格
を
合
理
的
に
予

測
し
や
す
い
の
が
特
徴
だ
。そ
の
た
め
、

正
し
い
ア
セ
ッ
ト
を
対
象
に
適
切
な

L
T
V（
L
o
a
n 

t
o 

V
a
l
u
e:

貸
出
の
対
象
と
な
る
物
件
の
評
価
額

と
実
際
の
貸
出
金
額
の
比
率
）で
融
資

を
行
え
ば
、市
場
環
境
が
極
度
に
悪
化

し
て
も
損
失
は
回
避
で
き
る（
図
表
1
）。

　

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
メ
イ
ン

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、世
界
経
済
の
構
造

変
化
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。

1
9
8
0
年
代
以
前
は
米
系
の
金
融

機
関
が
席
巻
し
て
い
た
が
、8
0
年
代

に
入
る
と
日
系
金
融
機
関
が
台
頭
し
、

支
配
力
を
高
め
て
い
っ
た
。
そ
の
後

1
9
9
0
年
代
半
ば
以
降
、欧
州
の

金
融
機
関
が
主
力
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

市
場
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
、近
年
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
お
よ
び
債
務
危
機
に

よ
っ
て
、欧
州
勢
は
総
じ
て
シ
ェ
ア
を

低
下
さ
せ
て
お
り
、そ
れ
を
埋
め
る

形
で
日
系
金
融
機
関
が
シ
ェ
ア
を
伸
ば

し
て
い
る
。た
と
え
ば
、2
0
1
2
〜
1
3

年
で
見
る
と
、ボ
ー
イ
ン
グ
機
材
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ー
ン
で
約
2
0
％
、

エ
ア
バ
ス
機
材
の
ロ
ー
ン
で
8
％
程
度
だ

（
図
表
2
）。

に
悪
化
す
る
か
ら
だ
。そ
う
し
た
収
益

構
造
を
持
つ
航
空
会
社
を
相
手
に
、多

様
な
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
可
能
な

の
は
、流
動
性
の
高
い
中
古
機
市
場
が

形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。

　

航
空
会
社
が
使
用
す
る
航
空
機
の

中
に
は
、た
と
え
ば
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の

7
3
7
シ
リ
ー
ズ
や
エ
ア
バ
ス
社
の

3
2
0
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
に
、層
の
厚
い

中
古
機
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
る
。特
に
1
5
0
人
乗
り
以

に
提
供
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
い
う
。

そ
の
形
態
は
担
保
付
き
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ロ
ー
ン
に
近
い
も
の
か
ら
、純
粋
に
機
体

の
価
値
に
依
拠
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ま
で

多
様
で
あ
る
。

　

実
は
、航
空
会
社
は
景
気
動
向
や
原

油
価
格
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

経
営
の
安
定
化
が
難
し
い
。ひ
と
た
び

国
際
的
な
経
済
危
機
や
テ
ロ
、

S
A
R
S（
新
型
肺
炎
）な
ど
が
起
き

れ
ば
旅
客
数
が
激
減
し
、業
績
が
極
度

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

国
際
競
争
力
を
高
め
る

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

仕
組
み
と
市
場
見
通
し

製

航

（図表1）アセットベースの融資の妥当性

（図表2）日系金融機関のシェア推移
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出所：ASCEND/FG Data 作成資料に日本政策投資銀行一部加筆

出所：エアバス

Base Value Forecast vs Market Value 
機材の資産価値予測 vs 市場価値
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日
本
の
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場

全
体
の
底
上
げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

譲
渡
を
通
じ
て
新
た
な
収
益
機
会
を

提
供
、ま
た
地
銀
等
を
対
象
に
し
て

セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
企
画
す
る
な
ど
、

B
J
は
、日
本
航
空（
J
A
L
）

の
経
営
破
綻
お
よ
び
そ
の
後
の

ハ
ン
ズ
オ
ン
的
な
J
A
L
再
生
支
援
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
教
訓
お
よ
び
知
見
を

基
に
、航
空
業
界
に
対
し
て
D
B
J
が

コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

2
0
1
1
年
5
月
に
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
業
務
を
開
始
し
た
。そ
の
後
、欧
州

危
機
と
い
う
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
、

2
0
1
2
年
度
は
参
入
2
年
目
に
し
て

8
0
0
億
円
の
融
資
を
実
施
。こ
れ
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
欧
州
金
融
機
関
と
比
べ

て
も
遜
色
な
い
水
準
で
あ
り
、

2
0
1
2
年
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場

の
約
1
％
に
相
当
す
る
。2
0
1
3
年

度
は
1
2
0
0
億
円
程
度
の
融
資
を

予
定
し
て
お
り
、今
後
も
業
務
は
拡
大

し
て
い
く
見
通
し
だ
。

　

ま
た
、D
B
J
自
身
の
業
容
拡
大

の
み
な
ら
ず
、当
行
の
情
報
生
産
力

（
産
業
・
企
業
を
見
る
目
）お
よ
び
中
立

性
を
活
か
し
て
、新
規
参
入
行
や
地
銀

等
に
対
し
て
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・ロ
ー
ン
の
組
成
や
債
権

　

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
資
金
調
達

方
法
と
し
て
は
、米
国
を
除
い
て
資
本

市
場
の
活
用
は
限
定
的
で
、金
融
機
関

に
よ
る
ロ
ー
ン
が
一
般
的
だ
。そ
の
種
類

は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
、オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ス
、タ
ッ
ク
ス
リ
ー
ス
に
お

け
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ー
ン
と
、ボ
ー
イ
ン
グ

社
、エ
ア
バ
ス
社
等
の
輸
出
促
進
と
い
う

観
点
か
ら
、各
国
の
輸
出
信
用
機
関

（
米
国
輸
出
入
銀
行
、英
国
E
C
G
D

社
等
）の
保
証
が
付
さ
れ
た
E
C
A

（
E
x
p
o
r
t 

C
r
e
d
i
t 
A
g
e
n
c
i
e
s
）

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

た
だ
、E
C
A
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、保
証

料
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
2
0
1
3
年
以
降
、

縮
減
す
る
見
通
し
で
あ
り
、そ
こ
を

資
本
市
場
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ー
ン
が

埋
め
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
の
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場

は
約
1
0
0
0
億
ド
ル（
1
0
兆
円
）。

新
興
国
の
経
済
成
長
に
と
も
な
う
航
空

旅
客
の
増
加
や
先
進
国
で
の
更
新
機
材

需
要
に
よ
り
、今
後
2
0
年
で
民
間

航
空
機
需
要（
ス
ト
ッ
ク
）が
現
在
の

2
万
機
か
ら
2
倍
の
4
万
機
に
な
る
と

予
測
さ
れ
、総
額
4
兆
ド
ル
の
資
金
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。そ
れ
に
伴
い
、

市
場
は
順
調
に
拡
大
す
る
見
通
し
だ

（
図
表
3
）。

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の

D
B
J
の
取
り
組
み

D

航空機ファイナンス事例紹介Case study.1 1

　
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、D
B
J
は
ス
カ
イ

ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空
株
式
会
社（
本
社
・
宮
崎
県
宮
崎
市
、以
下「
ソ
ラ
シ
ド

エ
ア
」）に
対
し
て
、株
式
会
社
宮
崎
銀
行
、株
式
会
社
宮
崎
太
陽
銀
行
、株
式

会
社
大
分
銀
行
、株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行
、株
式
会
社
肥
後
銀
行
と
と
も

に
、航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
手
法
を
用
い
た
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト・ロ
ー
ン（
組
成
額

3
4
億
円
、融
資
期
間
1
1
年
）を
2
0
1
3
年
7
月
に
実
行
し
た
。

　

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
は
、今
年
度
か
ら
新
し
い
中
期
経
営
計
画
の
も
と
、〝
空
か
ら

笑
顔
の
種
を
ま
く
〞ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
本
邦

新
規
航
空
会
社
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
コ
ス
ト
競
争
力
の
実
現
を
図
り
つ
つ
、「
九
州
・

沖
縄
の
翼
」と
し
て
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。今
般
、ソ
ラ

シ
ド
エ
ア
は
、こ
う
し
た
戦
略
の
一
環
と
し
て
使
用
す
る
航
空
機（
ボ
ー
イ
ン
グ

7
3
7-

8
0
0
型
機
）の
自
社
保
有
化
に
初
め
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・ロ
ー
ン
は
、こ
の
自
社
保
有
化
の
た
め
の
資
金

調
達
と
し
て
組
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
意
義
は
、第
1
に
、地
域
航
空

会
社
が
本
格
的
な
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
手
法
で
地
元
の
金
融
機
関
か
ら

資
金
調
達
を
行
う
の
は
初
で
あ
り
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
は
今
回
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
よ
り
、リ
ー
ス
料
の
引
き
下
げ
と
為
替
リ
ス
ク
の
低
減
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
。第
2
に
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
は
く
ま
も
ん
ジ
ェ
ッ
ト
等
の
投
入
に

よ
り
、地
域
密
着
型
の
エ
ア
ラ
イ
ン
と
し
て
成
長
を
目
指
し
て
い
る
が
、今
回

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
り
、今
後
、就
航
地
の
地
銀
と
の
業
務
面
の
各
種
連
携

も
期
待
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

　
一
方
、地
銀
に
と
っ
て
は
、こ
う
し
た
案
件
を
通
じ
て
金
融
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

力
が
高
ま
っ
て
い
き
、地
域
密
着
型
金
融
が
高
度
化
し
て
い
く
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、既
に
一
部
の
地
銀
は
欧
米
の
輸
出
信
用
機
関

（
E
C
A
）の
保
証
付
き
ロ
ー
ン
を
取
得
し
て
い
る
が
、今
回
の
よ
う
に
地
銀
が

保
証
の
付
さ
れ
て
い
な
い
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
案
件
で
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
案
件

を
手
が
け
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。地
元
案
件
か
ら
入
る
こ
と
で
、今
後
、

そ
の
他
の
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
案
件
に
も
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、D
B
J
が
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地

域
の
金
融
機
関
と
共
有
す
る
こ
と
で
、地
元
企
業
の
成
長
を
地
域
金
融
機
関

が
主
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
も
の
で
あ
り
、わ
が
国
地
域
金

融
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
と
な
る
。

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
に
対
し
、

九
州
地
域
金
融
機
関
に
よ
る

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
ア
レ
ン
ジ

│
同
社
初
の
航
空
機
自
社
保
有
化
を

地
域
密
着
型
金
融
の
高
度
化
で
支
援
│
│

出
資

（
1
0
0
％
）

返済

$120

$80

$40

$0

出所：Boeing 2013 Current Aircraft Finance Market Outlook世界の航空機ファイナンス市場の推移及び将来予測

（図表3）航空機ファイナンスの市場規模
ストラクチャー概要

2012 2013 2014 2015 2016 2017

Billions

30%
23%

28%

5%

14%

25%

21%

7%

10%

25%

～$95
～$104

～$116

～$125
～$128

～$132

RJ ECAs

Cash

Capital Market

Lessors’ Self Fund

Commercial Banks

Export Credit 
Agencies

機材売却

リ
ー
ス
料

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

リ
ー
ス

※航空機ファイナンス
における一般的な担保
権（航空機抵当権他）を
設定

GECAS
（航空機リース会社）

ソラシドエア
（スカイネットアジア航空）

一般社団法人
エアバンク九州

シ・ローン
（変動金利）

アレンジャー：DBJ
ペイイング
エージェント：宮崎銀行
参加行：九州の地銀購入代金

（株）マンゴー
ファイナンス
（SPC）

会計事務所
を通じて設立
（名目的な
基金拠出）

ソラシドエア
（スカイネットアジア航空）

Tax Equity
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機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど

1
0
年
目
の
節
目
と
い
う
こ
と
で
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

門
野　

他
の
エ
ア
ラ
イ
ン
も
就
航
す
る
中

で
、地
元
の
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
野　

当
初
は〝
県
民
の
翼
〞と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、そ
の
後
、

熊
本
、長
崎
、大
分
、鹿
児
島
、そ
し
て

沖
縄
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
、

今
で
は〝
九
州
・
沖
縄
の
翼
〞へ
と
飛
躍
し

ま
し
た
。大
手
2
社
に
比
べ
て
価
格
が

安
い
こ
と
か
ら
、宮
崎
県
民
の
間
で
は
、

と
く
に
若
者
や
リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢
者

の
旅
行
で
利
用
度
が
高
い
よ
う
で
す
。

　

新
幹
線
が
通
っ
て
い
な
い
宮
崎
県
に

と
っ
て
は
航
空
機
が
重
要
な
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、地
域
観
光
の

振
興
と
い
う
意
味
で
も
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
様

門
野　

宮
崎
銀
行
と
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
様

と
の
お
取
引
の
経
緯
か
ら
、お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

平
野　

も
と
も
と
は
1
9
9
7
年
に
福
岡

市
で
パ
ン
ア
ジ
ア
航
空
と
し
て
設
立
後
、

9
9
年
に
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空

へ
と
社
名
を
変
更
さ
れ
、2
0
0
0
年

9
月
に
本
社
を
宮
崎
市
に
移
転
さ
れ
ま

し
た
。当
行
と
の
取
引
は
こ
れ
を
機
に

始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
間
、宮
崎
県
と

地
元
経
済
界
が
中
心
と
な
り
、待
望

久
し
か
っ
た〝
県
民
の
翼
〞を
か
け
声
に
、

そ
の
発
展
を
支
援
し
ま
し
た
。当
行
も

地
元
金
融
機
関
と
と
も
に
2
0
0
3
年

に
初
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
九
州
の
地
銀
連
携
に
よ
る
航
空

協
調
し
な
が
ら
支
援
す
る
こ
と
は
、い
わ

ば
当
行
の
D
N
A
で
も
あ
る
の
で
、今
回

〝
九
州
・
沖
縄
の
翼
〞を
標
榜
す
る
ソ
ラ
シ

ド
エ
ア
様
の
事
業
基
盤
強
化
に
協
力
で

き
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、宮
崎
銀
行
と
共
同
で

エ
ー
ジ
ェン
ト
業
務
を
担
う
こ
と
で
、地
銀

の
皆
様
と
も
W
I
N

-

W
I
N
の
関
係

を
築
き
た
い
と
い
う
当
行
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
で
き
た
こ
と
も
非
常
に
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
野　

実
際
、D
B
J
で
は
今
回
の
よ
う

な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
地
銀
と
一
緒
に
組
成

す
る
こ
と
は
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

門
野　

既
に
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、当
行

で
は
地
銀
の
皆
様
と
の
連
携
を
重
視
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
中
で
航
空

機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、昨
年
の
暮

れ
か
ら
E
C
A
ロ
ー
ン（
輸
出
信
用
機
関

の
保
証
付
き
ロ
ー
ン
）の
債
権
を
譲
渡
す

る
こ
と
を
始
め
て
い
て
、す
で
に
数
件
の

実
績
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
成
長
性
の
あ
る

分
野
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
機
会
と

し
て
、地
銀
を
始
め
と
す
る
新
規
参
入
の

方
々
向
け
の
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
今
年
の
2
月
に
開
催
し
、3
0
行

近
く
の
地
銀
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

S
A
R
S
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

流
行
、地
元
の
場
合
で
言
う
と
新
燃
岳
の

噴
火
、口
蹄
疫
の
流
行
な
ど
が
起
き
る

と
、人
の
移
動
や
物
流
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
。そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
る
の
で
、い
か
に〝
県
民
の
翼
〞で
は

あ
っ
て
も
当
行
が
単
独
で
支
援
す
る
に

は
リ
ス
ク
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
す
。そ
の

意
味
で
今
回
、D
B
J
に
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
、当
行
を
は
じ
め
九
州
の
地
銀
が

参
加
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
も
ら
え

た
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

門
野　

地
域
の
活
性
化
や
発
展
を
、

当
行
単
独
で
は
な
く
地
域
の
皆
様
方
と

と
こ
ろ
で
す
。

門
野　

D
B
J
で
は
日
本
の
航
空
機
産

業
の
発
展
に
貢
献
す
べ
く
2
0
1
1
年

5
月
に
専
門
チ
ー
ム
を
設
け
て
、航
空
機

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、こ
の
2
年
間
で

多
く
の
実
績
を
得
る
と
と
も
に

1
0
0
0
億
円
を
超
え
る
融
資
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。た
だ
、こ
れ
ま
で
の
案
件
の

中
心
は
海
外
の
航
空
会
社
向
け
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、い
ず
れ
は
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
国
内
に
も
還
元

し
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、

今
回
の
提
案
に
至
っ
た
わ
け

で
す
。日
本
で
は
前
例
の
な

い
今
回
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、ど
の

よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
。

平
野　

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
お
け
る
最
大
の
問
題

は
、航
空
業
界
特
有
の
イ
ベ

ン
ト
リ
ス
ク
の
大
き
さ
で
す
。

事
故
の
場
合
の
み
な
ら
ず

の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。で
す
か
ら
、今
後
も
県
民
を
あ
げ

て
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
、当
行
も

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
様
を

利
用
し
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
は
違
う
形
で
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
様
は
社
名
に

「
ア
ジ
ア
」を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た

航
空
会
社
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
宮
崎
県
を
始
め
九
州
の
観
光

産
業
も
、今
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
客

を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、特
産
の
農
作
物
を
ア
ジ
ア
に
輸
出

す
る
と
い
う
動
き
も
あ
る
の
で
、ソ
ラ
シ

ド
エ
ア
様
に
は
航
空
会
社
と
し
て
も
う

一
段
の
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。そ
の

意
味
で
D
B
J
に
は
、今
回
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
続
い
て
、九
州
の
地
銀
が
そ
の

飛
躍
を
支
援
で
き
る
よ
う
な
機
会
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

門
野　

た
し
か
に
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
様
は

ア
ジ
ア
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
展
開
を
視
野

に
入
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、我
々

も
引
き
続
き
、航
空
業
界
に
対
す
る

知
見
を
深
め
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
将
来
へ
の
準
備
を
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る

〝
九
州
・
沖
縄
の
翼
〞へ

さ
ら
に
高
ま
る
地
元
の
期
待

地
銀
と
の

W
I
N

-

W
I
N
構
築
し

地
域
活
性
化
を
支
援
す
る

航
空
産
業
と
地
域
金
融

　

九
州
の
地
銀
が
本
格
的
な
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
参
入
し
た
初
の
案
件
と
し
て
、

マ
ス
コ
ミ
で
も
注
目
を
集
め
た
今
回
の
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア（
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航
空
）

向
け
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・ロ
ー
ン
。参
加
し
た
地
銀
5
行
の
中
で
中
心
的
役
割
を
果
た

し
た
宮
崎
銀
行
の
代
表
取
締
役
専
務
・
平
野
亘
也
氏
と
、ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
務
め
た

日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）の
常
務
執
行
役
員
・
門
野
秀
行
が
、今
回
の
案
件
の

意
義
や
今
後
の
地
域
金
融
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

日本政策投資銀行
常務執行役員

門野 秀行

宮崎銀行
代表取締役専務　

平野 亘也氏

対
談
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争
が
激
化
す
る
航
空
業
界
に
あ
っ
て
、当
社
に
お
い
て
は
長
期
的
な

コ
ス
ト
競
争
力
を
強
め
る
こ
と
が
最
大
の
経
営
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。今
回
の
、当
社
初
と
な
る
航
空
機
の
自
社
保
有
化
の
た
め
の
航
空
機

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
も
、第
1
の
目
的
は
単
年
度
の
コ
ス
ト
削
減
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ・リ
ー
ス
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・

リ
ー
ス
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
し
始
め
た
の
が
、今
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
年
前
。

た
だ
、当
社
と
し
て
は
最
初
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・リ
ー
ス
あ
り
き
で
は
な
く
、

各
社
か
ら
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、そ
の
内
容
が
本
当
に
当
社
の
今
後
の
経
営

に
と
っ
て
有
利
な
の
か
を
見
極
め
て
か
ら
最
終
判
断
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
。そ
の
中
で
D
B
J
の
提
案
は
、フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・リ
ー
ス
に
就
航
地
の

地
銀
連
携
に
よ
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・ロ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の

で
、当
社
に
と
っ
て
は
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
の
内
容
で
し
た
。

　

今
後
の
成
長
戦
略
を
描
く
中
で
は
当
然
、銀
行
借
入
に
よ
る

資
金
調
達
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
意
味
で
今
回
、新
た

に
九
州
各
地
の
地
銀
と
の
関
係
が
築
け
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

ま
た
、地
域
に
根
ざ
し
た
航
空
会
社
と
し
て
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア

ブ
ラ
ン
ド
を
浸
透
さ
せ
、当
社
機
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
上
で
も
、

各
地
域
の
地
銀
と
の
付
き
合
い
を
強
め
て
い
く
こ
と
は
プ
ラ
ス
な

の
で
、ま
さ
に一
石
三
鳥
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、2
0
1
4
年
度
上
期
ま
で
に
は
運
航
機
材
を
現
在
の

B
7
3
7

-

4
0
0
（
1
5
0
席
）
か
ら
新
型
の

B
7
3
7

-

8
0
0（
1
7
4
席
）に

完
全
更
新
の
予
定
で
、同
下
期
以
降
は
全

1
1
機
の
う
ち
4
〜
5
機
を
自
社
保
有
化

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、新
路
線

に
つ
い
て
も
、次
の
成
長
戦
略
を
描
く
中
で

開
拓
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
際
は
、採
算
性
を
第
1
に
就
航
地
を

決
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
当
然
、

九
州
│
ア
ジ
ア
間
は
選
択
肢
の
１
つ
で
す
。

九
州
の
各
県
は
、農
産
物
の
輸
出
や
生
産
拠
点
作
り
、観
光
振
興
な
ど
で

ア
ジ
ア
へ
の
積
極
的
な
売
り
込
み
に
動
い
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
活
動
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
検
討
を
進
め
、実
際
に
就
航

す
る
場
合
は
2
0
1
6
年
以
降
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

当
社
が
目
指
す
の
は
、地
域
の
方
に
フ
ァ
ー
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
し
て
い
た
だ
け

る
エ
ア
ラ
イ
ン
。価
格
面
だ
け
で
は
な
く
、機
内
が
き
れ
い
、客
室
乗
務
員
が

親
切
で
サ
ー
ビ
ス
も
き
め
細
か
い
、雰
囲
気
が
温
か
い
な
ど
、1
つ
1
つ
の

魅
力
を
積
み
上
げ
て
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
エ
ア
ラ
イ
ン
に
な
る
こ
と
で
す
。

実
際
に
、お
客
さ
ま
の
属
性
を
調
べ
て
み
る
と
、観
光
・レ
ジ
ャ
ー
、帰
省
目
的

で
利
用
さ
れ
る
方
が
多
い
。3
0
代
の
お
母
さ
ん
が
子
供
を
連
れ
て
、あ
る

い
は
リ
タ
イ
ア
し
た
高
齢
者
の
方
が
旅
行
で
、と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

こ
れ
も
当
社
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
支
持
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。機
材
の
自
社
保
有
も
そ
う
し
た
魅
力
作
り
の
一
環
と
も
言
え
る
わ

け
で
、今
回
、地
銀
か
ら
お
借
り
し
た
資
金
は
、も
と
も
と
は
地
域
の
皆
様

の
預
金
。つ
ま
り
、地
域
の
皆
様
の
お
金
が
当
社
の
機
体
の
た
め
に
使
わ
れ
て

お
り
、「
こ
の
飛
行
機
は
私
の
飛
行
機
」と
い
う
繋
が
り
を
感
じ
て
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

多
く
の
実
績
と
世
界
的
な
情
報
力
を
持

つ
D
B
J
が
ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
こ
と

で
、取
り
組
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

門
野　

今
日
の
実
績
を
築
く
ま
で

2
年
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、地
元
で

集
め
た
資
金
を
地
元
の
優
良
企
業
の
た

め
に
使
っ
て
も
ら
う
。ひ
い
て
は
、そ
れ
が

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
そ
う
し
た

〝
金
融
の
地
産
地
消
〞と
も
言
え
る
事
例

と
し
て
、今
回
の
よ
う
に
地
域
に
根
ざ
し

た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
希
有
な
の
で
、当
行
と

し
て
も
何
と
か
早
く
第
2
、第
3
の
事
例

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

化
は
他
の
地
銀
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、D
B
J
に
は
こ
の

状
況
を
打
開
す
る
提
案
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
県
境
を
越
え
て
地
域

の
銀
行
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
企
業
を

支
援
す
る
と
い
う
の
は
新
鮮
な
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。我
々
も
今
後
、積
極

的
に
新
し
い
分
野
に
出
て
行
っ
て
、さ
ま

ざ
ま
な
貸
出
形
態
を
学
び
、最
終
的
に

そ
れ
を
地
元
で
活
用
で
き
る
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、今
回
経
験
し
た
よ
う
な
ア
セ
ッ
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
形
態
の
融
資
を
航
空
機
以
外

の
案
件
で
も
実
現
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
、地
銀
の
広
域
連
携
に
は
、

ア
レ
ン
ジ
ャ
ー
役
を
務
め
る
金
融
機
関
へ

の
信
頼
感
・
安
心
感

が
不
可
欠
で
す
。そ

の
意
味
で
中
立
的
な

立
場
の
D
B
J
が

ア
レ
ン
ジ
す
る
と
各

県
の
地
銀
も
参
加

し
や
す
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
し
、今
回

の
参
加
各
行
に
と
っ

て
も
、航
空
機
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

あ
る
の
で
航
空
機
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

は
承
知
し
て
い
る
の
で
す

が
、や
は
り
、ど
の
よ
う
に

リ
ス
ク
分
散
し
、か
つ
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
し
て
い
く
の
か
が

課
題
で
し
ょ
う
ね
。

門
野　

そ
の
点
に
つ
い
て

は
、我
々
自
身
も
さ
ら
に

勉
強
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

航
空
会
社
自
体
の
信
用
力

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、換
金

価
値
の
高
い
優
良
な
機
種

を
慎
重
に
選
別
し
、両
者

を
か
け
合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。私
自
身
、ボ
ー
イ
ン
グ

社
や
エ
ア
バ
ス
社
の
方
々
と
対
話
す
る
中

で
感
じ
る
の
は
、日
本
の
金
融
機
関
に
対

す
る
期
待
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と

で
す
。地
域
金
融
の
新
し
い
形
と
し
て
の

今
回
の
よ
う
な
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ

の
取
り
組
み
を
、ぜ
ひ
両
社
に
も
伝
え
て

い
き
た
い
し
、そ
う
い
う
中
で
さ
ら
に

両
社
か
ら
の
日
本
へ
の
期
待
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
野　

総
じ
て
地
銀
は
預
金
が
潤
沢

で
、地
元
で
の
運
用
だ
け
で
は
賄
い
き
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。運
用
の
多
様

き
ま
し
た
。1
1
月
に
は
2
回
目
の
セ
ミ

ナ
ー
も
予
定
し
て
い
て
、こ
こ
で
は
ボ
ー

イ
ン
グ
社
や
エ
ア
バ
ス
社
、メ
ー
カ
ー
各
社

に
臨
場
感
の
あ
る
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
案
件
組
成
に
つ
な
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

門
野　

今
後
、引
き
続
い
て
航
空
機
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
考
え

て
お
ら
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

平
野　

私
自
身
、審
査
担
当
の
立
場
に

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
続
く

〝
金
融
の
地
産
地
消
〞の
事
例
を

コ
ス
ト
競
争
力
を
強
化
し
　
　
　

新
規
路
線
開
拓
に
も
取
り
組
む

Customer's 
voice

競

スカイネットアジア航空株式会社
常務取締役　

町田 修氏



13 12

Next Japan Next Japan

　

日
本
の
航
空
機
製
造
業
は
、

敗
戦
に
よ
っ
て
航
空
機
製
造
を
禁

止
さ
れ
た「
空
白
の
7
年
間
」の

後
、初
の
国
産
旅
客
機
Y
S
1
1

の
挑
戦
、機
体
・エ
ン
ジ
ン
の
国
際
共

同
開
発
の
時
代
を
経
て
、今
、国
産

小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機（
M
R
J
）

開
発
に
取
り
組
む
ま
で
に
発
展

し
た
。
だ
が
、世
界
的
に
見
れ
ば

依
然
、欧
米
プ
ラ
イ
ム
メ
ー
カ
ー
へ
の

「
部
品
供
給
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
分
担
」と

い
う
役
割
が
多
く
、
航
空
機
を

管
理
・
操
作
す
る
シ
ス
テ
ム
部
分
に

つ
い
て
は
戦
え
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。日
本
の
航
空
機
製
造
業
の

発
展
に
向
け
て
は
、こ
う
し
た
状
況

か
ら
脱
却
し
高
付
加
価
値
化
を

図
る
こ
と
、す
な
わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
転
換
が
不
可
欠
だ
。

航空機ファイナンス事例紹介Case study.2 2

　

日
本
に
お
け
る
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
の
拡
大
に
向
け
て
、D
B
J
は

新
し
い
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
手
法
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。今
春
、ト
ル
コ

航
空
に
対
し
て
行
っ
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
も
そ
の
一
例
だ
。　

　

ト
ル
コ
航
空
は
、イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
本
拠
を
置
く
世
界
最
大
規
模
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
ト
ル
コ
共
和
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ラ
ッ
グ
キ
ャ
リ
ア
だ
。

D
B
J
は
、み
ず
ほ
証
券
株
式
会
社
と
と
も
に
、ト
ル
コ
航
空
が
取
得
す
る

ボ
ー
イ
ン
グ
機（
4
機
）を
対
象
に
、円
建
て
債
券
へ
の
転
換
オ
プ
シ
ョ
ン
を

付
与
し
た
米
国
政
府
保
証（
米
国
輸
出
入
銀
行
の
保
証
）付
融
資
案
件（
約

1
6
0
億
円
）を
世
界
で
初
め
て
ア
レ
ン
ジ
し
、株
式
会
社
み
ず
ほ
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
銀
行（
現
・
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
）と
と
も
に
融
資
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
後
、本
年
6
月
に
ト
ル
コ
航
空
が
同
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
た
こ
と
か
ら
、

み
ず
ほ
証
券
に
よ
る
債
券
引
受（
約
1
2
0
億
円
。契
約
上
、オ
プ
シ
ョ
ン

行
使
の
対
象
は
3
機
）が
行
わ
れ
、み
ず
ほ
証
券
お
よ
び
D
B
J
グ
ル
ー
プ
の

D
B
J
証
券
株
式
会
社
を
通
じ
て
日
本
国
内
の
投
資
家（
地
銀
、生
保
等
）

へ
販
売
さ
れ
た
。

　

ト
ル
コ
航
空
に
と
っ
て
は
、日
本（
成
田
、関
西
）就
航
に
よ
る
円
の
収
入
を

元
利
金
の
返
済
に
あ
て
る
こ
と
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヘ
ッ
ジ（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
の

資
産
と
負
債
に
同
じ
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

こ
と
）が
可
能
に
な
る
円
建
て
の
資
金
を
調
達
し
た
の
ち
、市
場
の
動
向

を
見
な
が
ら
債
券
へ
転
換
す
る
こ
と
で
満
期
日
ま
で
の
1
2
年
間
分
の

利
払
い
負
担
を
軽
く
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、国
内
投
資
家
に
と
っ
て

は
、円
建
て
債
券
と
し
て
は
世
界
初
と
な
る
米
国
輸
出
入
銀
行
の
保
証
が
つ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、米
国
債
よ
り
高
い
利
回
り
と
な
る
と
と
も
に
、円
建
て
債

券
の
元
利
金
の
支
払
い
が
1
0
0
％
保
証
さ
れ
る
た
め
、航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
と
い
う
新
た
な
投
資
分
野
を
獲
得
し
や
す
く
な
る
。

　

航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
で
日
系
金
融
機
関
へ
の
期
待
が
高
ま
る
中
、

〝
純
和
製
デ
ィ
ー
ル
〞 

と
し
て
実
行
さ
れ
た
こ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、成
長
を

続
け
、資
金
需
要
が
旺
盛
な
世
界
の
航
空
機
市
場
と
日
本
の
金
融
市
場
を

結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、航
空
業
界
お
よ
び
日
本
の
金
融
市
場
の
活
性
化

に
資
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
た
。従
来
、航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

分
野
で
債
券
転
換
が
可
能
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
ド
ル
建
て
に
限
ら
れ
て
い
た
。

世
界
初
の
円
建
て
に
よ
る
組
成
に
よ
り
、日
本
に
お
け
る
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
裾
野
は
着
実
に
拡
大
し
て
い
る
。

ト
ル
コ
航
空
に
対
し
、

円
建
て
債
券
転
換
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
与
し
た

米
国
輸
出
入
銀
行
保
証
付

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
ア
レ
ン
ジ　

日
本
の
航
空
機
製
造
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
は
、3
つ
の
特
異
性
が
あ
る
。

そ
の
第
1
は
産
業
規
模
の
小
さ
さ
だ
。

先
端
技
術
を
集
め
た
産
業
と
言
わ
れ
、

も
の
づ
く
り
技
術
が
高
い
日
本
企
業
は

世
界
で
勝
ち
抜
け
る
可
能
性
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、航
空
機

の
生
産
額
は
米
国
の
1
割
に
も
満
た
な
い

規
模
で
あ
り
、国
内
機
械
工
業
の
中
で
も

1
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

　

第
2
は
、い
び
つ
な
付
加
価
値
構
造
だ
。

航
空
機
の
部
位
は
機
体
・
エ
ン
ジ
ン
・

装
備
品（
注
1
）の
3
つ
に
分
類
さ
れ
る

が
、そ
の
製
造
コ
ス
ト
は
機
体
と
エ
ン
ジ
ン

部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
1
5
〜
2
0
％
、

装
備
品
が
6
0
〜
7
0
％
を
占
め
、

装
備
品
の
付
加
価
値
が
極
め
て
高
い
。

ま
た
、装
備
品
と
と
も
に
付
加
価
値

が
高
い
の
が
M
R
O（
注
2
）と
呼
ば

れ
る
航
空
機
の
整
備
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

3
0
年
が
寿
命
と
言
わ
れ
る
航
空
機

は
整
備
を
続
け
な
が
ら
使
用
さ
れ
る

た
め
、M
R
O
ビ
ジ
ネ
ス
が
安
定
的
な

収
益
源
と
な
る
。
こ
の
装
備
品
と

M
R
O
と
い
う
2
つ
の
高
付
加
価
値

ビ
ジ
ネ
ス
が
欧
米
企
業
に
ほ
ぼ
独
占
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

第
3
は
巨
額
な
投
資
ゆ
え
の
高
い

参
入
障
壁
だ
。航
空
機
の
研
究
開
発
に

は
巨
額
の
投
資
が
必
要
な
た
め
、航
空

機
製
造
業
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
メ
ー
カ
ー

と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
社
間
で
は
R
S
P

契
約（
注
3
）な
ど
特
殊
な
契
約
関
係

を
結
ん
で
リ
ス
ク
を
分
担
し
た
り
、

新
機
種
普
及
の
た
め
に
廉
価
販
売
を

行
い
、M
R
O
を
含
め
た
総
合
採
算
で

投
資
回
収
を
図
る
と
い
っ
た
商
慣
習
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、航
空
機
製
造
ビ
ジ

ネ
ス
に
は
組
織
力
や
投
資
力
、技
術
力

な
ど
に
十
分
な
力
を
持
つ
大
手
企
業

し
か
参
加
で
き
な
い
と
い
う
高
い
参
入

障
壁
が
生
じ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
特
異
性
に
よ
っ
て
、日
本

企
業
の
共
同
開
発
の
シ
ェ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
規
模
は
拡
大
し
た
が
、利
益
は
減
少

傾
向
を
た
ど
る
と
い
っ
た
悪
循
環
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　

世
界
的
な
成
長
産
業
と
し
て
大
き

な
注
目
を
集
め
る
航
空
機
産
業
。そ
の

中
で
日
本
の
航
空
機
製
造
業
が
成
長

す
る
た
め
に
は
、今
後
2
0
年
で
機
体

ス
ト
ッ
ク
数
が
現
在
の
2
万
機
か
ら
4

万
機
へ
倍
増
す
る
と
言
わ
れ
る
市
場

を
、ま
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
整
備
な
ど
の

周
辺
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
実
に
国
内
に
取
り

込
む
こ
と
が
必
要
だ
。そ
の
た
め
の
方

サプライヤー的役割を脱し、
高付加価値化の実現へ

──ビジネスモデルの転換期迎えた日本の航空機製造業

日
本
の
航
空
機
製
造
業
の

特
異
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

拡
大
す
る
市
場
、周
辺
事
業
を

国
内
に
取
り
込
め
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求められる金融面からの支援強化
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Next JapanNext Japan

向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
次
の

4
つ
だ
。

　

第
1
は
、国
際
共
同
開
発
に
お
い
て

日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
て
き
た
巨
額
の

研
究
開
発
費
の
負
担
を
、他
の
企
業
と

共
有
・
分
散
化
す
る
こ
と
。
研
究
開
発

費
を
メ
ー
カ
ー
同
士
や
商
社
や
金
融
機

関
と
い
っ
た
金
融
投
資
家
等
で
分
散

し
、リ
タ
ー
ン
配
分
に
つ
い
て
当
事
者
間

で
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、メ
ー

カ
ー
と
投
資
家
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。し
か
も
、金
融
投
資
家
が

ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
こ
と
は
、メ
ー

カ
ー
の
投
資
に
対
す
る
規
律
付
け
に
も

な
る
こ
と
に
加
え
、欧
米
企
業
と
の
交

渉
で
有
利
な
条
件
を
獲
得
す
る
う
え

で
も
有
効
だ
。

　

第
2
は
素
材
と
加
工
の
融
合
だ
。日
本

の
メ
ー
カ
ー
は
機
体
や
エ
ン
ジ
ン
の
製
造

に
お
い
て
、素
材
加
工
に
優
れ
た
能
力

を
発
揮
し
て
い
る
が
、実
は
そ
の
素
材

と
な
る
チ
タ
ン
、ニ
ッ
ケ
ル
、ア
ル
ミ
、

C
F
R
P（
炭
素
繊
維
複
合
材
）な
ど

で
も
優
れ
た
製
品
を
開
発
・
生
産
し
て

い
る
。
だ
が
、素
材
の
加
工
に
必
要
な

大
型
の
プ
レ
ス
機
が
国
内
に
な
い
た
め
、

日
本
で
は
一
貫
生
産
が
で
き
な
い
部
品

が
多
く
、付
加
価
値
の
面
で
不
利
な
立

場
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く
、今

年
4
月
、日
本
エ
ア
ロ
フ
ォ
ー
ジ（
本
社
・

岡
山
県
倉
敷
市
）は
国
内
初
と
な
る

能
力
5
万
ト
ン
級
の
最
新
鋭
大
型
鍛

造
プ
レ
ス
を
導
入
し
、国
内
で
は
不
可

能
で
あ
っ
た
大
型
鍛
造
品
の
製
造
事
業

を
開
始
し
た
。今
後
も
こ
う
し
た
動
き

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
、国
内
で
の
一
貫

生
産
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

第
3
は
高
付
加
価
値
品
の
塊
で
あ

る
装
備
品
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
注
力
だ
。
前

述
の
通
り
、航
空
機
の
装
備
品
ビ
ジ
ネ

ス
の
付
加
価
値
は
極
め
て
高
い
。現
在
、

自
動
車
が
シ
ス
テ
ム
機
器
を
多
く

積
み
、電
子
機
械
化
し
て
い
る
よ
う
に
、

安
全
性
や
快
適
性
を
追
求
し
て
い
く

と
、い
ず
れ
航
空
機
も
構
成
部
位
と
し

て
シ
ス
テ
ム
関
係
の
シ
ェ
ア
が
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
る
。こ
う
し
た
流
れ
の
中
で

装
備
品
ビ
ジ
ネ
ス
に
注
力
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
だ
。

　

第
4
は
収
益
機
会
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
る
M
R
O
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

だ
。国
内
の
各
航
空
会
社
は
航
空
機
の

整
備
に
つ
い
て
、軽
度
の
も
の
は
自
社
で

対
応
し
て
い
る
が
、4
年
に
1
回
必
要

と
な
る
エ
ン
ジ
ン
の
点
検
、機
体
構
造
の

検
査
、各
シ
ス
テ
ム
諸
系
統
の
点
検
な

ど
重
整
備
は
、海
外
の
M
R
O
企
業
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
る
。し
か
し
、航
空

の
自
由
化
な
ど
に
よ
り
競
争
が
激
化

す
る
中
で
、毎
年
上
昇
を
続
け
る
部
品

費
を
い
か
に
有
効
に
削
減
す
る
か
が
各

航
空
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
命
題
に

な
っ
て
お
り
、国
内
で
の
M
R
O
ビ
ジ
ネ
ス

の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

航
空
機
産
業
の
発
展
に
向
け
て
は

金
融
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
不
可
欠

だ
。
D
B
J
は
、前
身
の
日
本
開
発
銀

行
時
代
の
1
9
8
6
年
か
ら
経
済
産

業
省
（
旧
・
通
商
産
業
省
）と
一
体
と

な
っ
て
、補
助
・
低
利
融
資
で
航
空
機
の

機
体
・エ
ン
ジ
ン
の
共
同
開
発
を
支
え
続

け
て
き
た
。
過
去
2
0
年
余
に
わ
た
っ

て
航
空
機
産
業
と
の
取
引
を
継
続
す

る
国
内
唯
一
の
金
融
機
関
と
し
て
も
、

多
く
の
問
題
意
識
を
業
界
と
共
有
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
2
0
0
8
年
の
民
営
化
以

降
も
、投
融
資
一
体
型
の
金
融
を
通
じ

て
産
業
を
育
成
す
る
銀
行
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
、国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
投
資
、欧
米
企
業
と
の
直
接
取

引
、機
械
加
工
等
周
辺
企
業
へ
の
支
援

な
ど
、成
長
産
業
の
糧
を
国
内
に
取
り

込
む
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。近
年

の
主
な
支
援
事
例
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

（
1
）V
リ
ー
ス
の
立
ち
上
げ

　

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l 

A
e
r
o 

E
n
g
i
n
e
s（
I
A
E
）社（
拠
点
：

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
）が
保
有
す
る
ス
ペ
ア
エ
ン

ジ
ン
を
購
入
し
、リ
ー
ス
事
業
を
行
う

べ
く
D
B
J
の
1
0
0
％
出
資
に
よ
り

V
リ
ー
ス
を
設
立
し
た
。
I
A
E
は
、

欧
米
の
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
や
日
本
航

空
機
エ
ン
ジ
ン
協
会（
J
A
E
C
）な
ど

の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
合

弁
会
社
で
、エ
ア
バ
ス
A
3
2
0
シ
リ
ー
ズ

に
搭
載
さ
れ
る
V
2
5
0
0
エ
ン
ジ
ン

の
製
造
・
販
売
を
手
が
け
て
い
る
。

I
A
E
と
各
航
空
会
社
は
長
期
整
備

契
約
を
締
結
し
て
お
り
、こ
れ
に
基
づ

き
、保
有
す
る
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
整

備
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、I
A
E
が

各
航
空
会
社
に
対
し
て
ス
ペ
ア
エ
ン
ジ
ン

の
短
期
的
な
貸
出
を
行
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、

ス
ペ
ア
エ
ン
ジ
ン
は
M
R
O
ビ
ジ
ネ
ス
を

獲
得
す
る
た
め
に
必
要
な
コ
ア
資
産
と

い
え
る
。

　

本
件
は
、I
A
E
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化

と
M
R
O
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
た
め
、V

リ
ー
ス
が
ス
ペ
ア
エ
ン
ジ
ン
を
購
入
し
、

I
A
E
と
リ
ー
ス
契
約
を
行
っ
た
も
の

だ
。直
接
的
に
は
I
A
E
の
支
援
に
な

る
が
、J
A
E
C
の
最
大
支
援
者
で
あ

る
D
B
J
が
実
施
す
る
こ
と
で
、合
弁

会
社
内
部
に
お
け
る
日
本
企
業
の
存

在
感
が
高
ま
る
と
と
も
に
、M
R
O
ビ

ジ
ネ
ス
を
日
本
に
取
り
込
む
交
渉
や
調

整
を
D
B
J
自
身
が
働
き
か
け
る
こ

と
も
可
能
に
な
っ
た
。

（
2
）M
R
J
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画

 　

M
R
J
は
、三
菱
航
空
機
株
式
会

社（
本
社
：
名
古
屋
市
）で
開
発
・
製
造

が
進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
初
の
小
型

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機（
写
真
）。日
本
が
独

自
の
旅
客
機
を
開
発
す
る
の
は

Y
S
1
1
以
来
4
0
年
ぶ
り
で
、

D
B
J
は
M
R
J
の
構
想
段
階
か
ら

議
論
に
加
わ
り
、銀
行
と
し
て
唯
一
、設

立
出
資
者
と
し
て
参
画
し
た
。

（
3
）T
E
S 

H
o
l
d
i
n
g
s

L
i
m
i
t
e
d
へ
の
出
資

　

T
E
S 

H
o
l
d
i
n
g
s 

L
i
m
i
t
e
d

（
本
社
：
英
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）は
、航
空
機

エ
ン
ジ
ン
の
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
者
。

昨
年
6
月
に
D
B
J
お
よ
び
三
菱

商
事
が
共
同
で
、
独
D
V
D 

B
a
n
k
所
有
の
T
E
S
社
株
式
を

取
得
し
た
（
三
菱
商
事
3
5
％
、

D
B
J
2
5
％
）。

　

T
E
S
は
、①
エ
ン
ジ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

②
エ
ン
ジ
ン
リ
ー
ス
、③
エ
ン
ジ
ン
部
品

販
売
の
3
事
業
を
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
。

①
で
機
材
の
退
役
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、中
古

エ
ン
ジ
ン
の
取
引
価
格
、各
航
空
会
社
の

エ
ン
ジ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
況
、エ
ン
ジ
ン

パ
ー
ツ
の
実
勢
価
格
等
の
情
報
を
仕
入

れ
、独
自
の
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
す
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
元
に
、航
空

会
社
や
M
R
O
事
業
者
に
対
し
て
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
た
と
え
ば
、

航
空
会
社
に
対
し
て
、ど
こ
の
M
R
O

事
業
者
を
使
え
ば
も
っ
と
も
安
く
整

備
を
行
え
る
か
等
）を
行
う
。
ま
た
、

②
お
よ
び
③
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
と
な

る
エ
ン
ジ
ン
の
価
格
算
定
、エ
ン
ジ
ン
部

品
供
給
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
も
①
で
得
た

情
報
が
そ
の
判
断
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

　

D
B
J
は
、
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の

整
備
業
界
で
深
い
知
見
と
経
験
を
有

す
る
T
E
S
の
株
主
と
し
て
の
地
位
を

テ
コ
に
、国
内
整
備
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

を
企
図
す
る
国
内
引
先（
T
i
e
r
1

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
み
な
ら
ず
金
属
加
工

等
）へ
の
情
報
提
供
や
、日
本
企
業
と

T
E
S
の
協
働
可
能
性
を
探
る
等
、

M
R
O
ビ
ジ
ネ
ス
の
日
本
へ
の
取
り
込

み
を
支
援
し
て
い
る
。

（
注
1
）装
備
品
：
航
空
機
を
構
成
す
る
部

位
の
う
ち
、構
造
部
分
、エ
ン
ジ
ン
部
分
以
外

を
指
し
、油
圧
・
与
圧
・
推
進
・
電
源
シ
ス
テ
ム

等
の
シ
ス
テ
ム
部
分
と
、客
室
室
内
装
備
品

と
に
分
け
ら
れ
る
。

（
注
2
）M
R
O
：
M
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e, 

R
e
p
a
i
r 

& 

O
v
e
r
h
a
u
l
＝
整
備
・

修
理
・
重
整
備（
分
解
点
検
）の
略
称
で
、航
空

機
の
整
備
・
修
理
に
関
わ
る
諸
産
業
の
総
称
。

（
注
3
）R
S
P（
R
i
s
k

-

R
e
v
e
n
u
e 

S
h
a
r
i
n
g 

P
a
r
t
n
e
r
）契
約
：

巨
額
な
研
究
開
発
資
金
や
販
売
支
援
金
が

必
要
と
な
る
航
空
機
機
体
・
エ
ン
ジ
ン
開
発

に
用
い
ら
れ
る
契
約
形
態
。
開
発
と
量
産
を

分
担
し
、参
加
シ
ェ
ア
に
応
じ
て
機
体
、エ
ン

ジ
ン
、ス
ペ
ア
パ
ー
ツ
の
販
売
収
入
を
得
る
収

入
分
配
方
式
。

航
空
機
産
業
の
発
展
に
向
け
た

D
B
J
の
取
り
組
み

三菱航空機（株）提供



Scenes of Solution Scenes of Solution 

1617

of Scenes  
Solution

「女性新ビジネスプランコンペティション」で
　女性の起業活動を総合的に支援する
── 農業ビジネス支援で期待高まるベジプロバイダー事業

　日本政策投資銀行（DBJ）では、女性による新しい視点でのビジネスを社会や経済に変革
をもたらす成長事業として育成することを目的に、一昨年から「DBJ女性新ビジネスプラン
コンペティション」を開催している。募集対象となるのは、創業期にある女性経営者による事業で、
技術、サービス、ビジネスモデルにおいて新規性あるいは高い付加価値が期待でき（革新性
が高く）かつ事業として大きな成長が期待できる（事業性が高い）ビジネスプランだ。昨年6月、
その第1回コンペティションで「DBJ女性起業大賞」を受賞したのが、株式会社エムスクエア・
ラボ（本社・静岡県菊川市）代表取締役社長の加藤百合子氏だ。受賞対象となったのは、IT
を活用して既存の青果流通システムが抱えるリスクを低減し、生産者と購買者を直接つないで
農産物を安定的に供給する「ベジプロバイダー事業」である。

Scenes of Solution 

　　
「
明
後
日
ま
で
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
1
ト
ン

欲
し
い
、人
参
1
0
0
キ
ロ
、明
日
ま
で

に
売
り
た
い
│
│
青
果
流
通
の
現
場

で
は
、生
産
者（
農
家
）と
購
買
者（
小
売

業
者
、食
品
加
工
業
者
な
ど
）を
結
ぶ

情
報
の
不
足
か
ら
、日
々
こ
う
し
た
リ
ス

キ
ー
な
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

通
信
手
段
も
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
だ
け

で
、産
地
も
曖
昧
に
な
っ
た
り
す
る
。

こ
れ
で
は
農
家
が
倒
れ
る
の
は
当
た
り

前
。青
果
流
通
関
係
者
が
皆
ハッ
ピ
ー
に

な
る
方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
た
ど
り

着
い
た
の
が
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業

で
し
た
」

　

起
業
の
理
由
を
そ
う
語
る
加
藤
氏
が

目
指
す
の
は
、生
産
者
と
購
買
者
間
の

情
報
共
有
を
進
め
る
こ
と
で
農
産
物

需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
こ
と
だ
。

農
家
は
い
つ・
何
を
・
ど
れ
だ
け
・
ど
こ
に

売
り
た
い
の
か
。購
買
者
は
い
つ・
何
を・

ど
れ
だ
け
・
ど
こ
か
ら
欲
し
い
の
か
。

そ
の
正
確
な
情
報
を
事
前
に
共
有
で
き

れ
ば
取
引
価
格
や
量
も
安
定
し
、需
給

も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
は
な
い
か
。

　

ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
と
は
、専
門

ス
タ
ッ
フ（
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）が
生
産
者

と
購
買
者
の
間
に
立
っ
て
、現
場
に
密
着

し
た
営
業
代
行
、品
質
管
理
保
証
、

生
産
者
の
育
成
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の

商
品
開
発
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
生
産
者
向
け
に
は
、要
望
に

沿
っ
た
売
り
先
を
探
す
と
同
時
に
リ
ス
ク

分
散
の
た
め
に
最
適
化
を
行
う
。生
産

現
場
に
通
い
、種
か
ら
出
荷
ま
で
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
営
業
ツ
ー
ル
と

し
て
用
意
、生
産
者
の
思
い
や
商
品
に

秘
め
ら
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
等
も
織
り

交
ぜ
て
営
業
活
動
を
行
う
。
ま
た
、

購
買
者
向
け
で
は
、購
買
者
に
代
わ
っ
て

生
産
現
場
管
理
を
代
行
し
、種
か
ら

出
荷
ま
で
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
行
い
、

収
穫
予
測
な
ど
成
長
分
析
結
果
を

踏
ま
え
て
購
買
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
で

急
な
出
荷
量
不
足
、大
量
の
不
良
品
を

出
す
リ
ス
ク
を
抑
制
す
る
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
ー
を
使
っ
て
独
自

開
発
し
た
I
T
シ
ス
テ
ム
も
活

用
し
て
い
る
。フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー

バ
ー
は
、カ
メ
ラ
や
温
度
、湿
度
、

日
射
な
ど
の
各
種
セ
ン
サ
ー
を

搭
載
し
た
環
境
計
測
機
器
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
農
産
物

の
生
育
状
況
の
閲
覧
、デ
ー
タ

分
析
が
で
き
る
。エ
ム
ス
ク
エ
ア・

ラ
ボ
で
は
、取
得
デ
ー
タ
の
蓄
積・

閲
覧
機
能
、グ
ラ
フ
分
析
等
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て

い
る
。畑
の
農
作
物
の
生
育
状

況
を
2
4
時
間
チ
ェッ
ク
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、最
新
の

情
報
を
生
産
者
・
購
買
者
双
方
に
届
け

る
こ
と
も
容
易
だ
。

　

加
藤
氏
が
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を

志
し
て
起
業
し
た
の
は
2
0
0
7
年

5
月
。
そ
れ
ま
で
は
工
業
の
世
界
で

生
き
て
い
た
。大
学
は
東
大
農
学
部
へ

進
ん
だ
が
、そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
は

農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
だ
っ
た
。卒
業

後
は
英
国
留
学
、米
国
N
A
S
A（
米

航
空
宇
宙
局
）で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画

を
経
て
2
0
0
0
年
に
帰
国
し
、東
京

の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
半
導
体
関
連
の

仕
事
を
経
験
。そ
の
後
、結
婚
を
機
に

2
0
0
2
年
、夫
の
勤
務
先
が
あ
る

静
岡
県
に
移
り
、機
械
メ
ー
カ
ー
で
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
に
携
わ
っ
た
。

7
年
間
勤
め
リ
ー
ダ
ー
役
を
任
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
が
、そ
の
間
に
生
ま
れ
た

2
人
の
子
供
の
成
長
と
向
き
合
う
中

で
、も
っ
と
子
供
た
ち
の
生
活
や
将
来

に
直
結
し
た
仕
事
が
し
た
い
と
い
う

正
確
な
生
産
・

購
買
情
報
の

共
有
を
目
指
し
て

子
供
の
生
活
や

将
来
に
直
結
し
た

仕
事
で
起
業
す
る

「
女
性
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」で

女
性
の
起
業
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る

│
│ 
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
で
期
待
高
ま
る
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
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「女性新ビジネスプランコンペティション」で
　女性の起業活動を総合的に支援する
── 農業ビジネス支援で期待高まるベジプロバイダー事業

気
持
ち
が
募
り
、退
社
を
決
意
。農
業

分
野
で
起
業
す
べ
く
個
人
事
務
所

「
エ
ム
ス
ク
エ
ア・ラ
ボ
」を
開
業
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、静
岡
大
学
の
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
人
育
成
講
座
に
参
加
す
る
機
会

が
あ
り
、生
ま
れ
て
初
め
て
農
業
の
生

の
姿
に
触
れ
た
。P
D
C
A
が
当
た
り

前
の
工
業
の
世
界
で
生
き
て
き
た

加
藤
氏
の
目
に
、農
業
は
工
業
と
は

比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
遅
れ
た
産
業
に

映
っ
た
と
い
う
。

　
「
農
業
は
手
つ
か
ず
の
部
分
が
多
い
。

他
の
産
業
や
社
会
か
ら
断
絶
さ
れ
て
い

て
何
も
変
革
さ
れ
な
い
か
ら

（
産
業
と
し
て
）遅
れ
る
ば
か
り

と
感
じ
ま
し
た
。
と
に
か
く

情
報
が
と
れ
な
い
こ
と
が
最
大

の
問
題
で
、他
の
産
業
が
入
り
口

く
ら
い
は
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
農
業
界
の
情
報
を
オ
ー
プ
ン

に
し
た
い
と
考
え
て
、

2
0
0
9
年
1
0
月
、農
業

情
報
シ
ェ
ア
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
た
の
で
す
」

　

こ
の
時
、加
藤
氏
は
自
ら
興

し
た
事
業
を
収
益
性
と
持
続

性
の
あ
る
も
の
に
す
べ
く
組
織
を
法
人

化
し
た
。そ
し
て
、こ
こ
か
ら
の
2
年
間

が
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
を
立
ち
上

げ
る
う
え
で
大
き
な
宝
物
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
「
静
岡
県
か
ら
事
業
委
託
を
受
け
、

2
0
1
0
年
か
ら『
ア
グ
リ
グ
ラ
フ
・

ジ
ャ
パ
ン（
農
業
情
報
を
国
内
外
へ
伝

え
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）』の
運
営

管
理
に
携
わ
り
ま
し
た
。そ
の
過
程
で

農
家
の
生
の
情
報
を
き
め
細
か
く

集
め
た
り
、農
家
さ
ん
同
士
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た
り
、実
際
の
青
果
取

引
も
経
験
し
ま
し
た
。そ
う
し
た
中

で
、ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
の
発
想
に

不
可
欠
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
」

　

中
で
も
決
定
的
だ
っ
た
の
が
、あ
る

事
件
に
遭
遇
し
た
こ
と
だ
。青
果
取
引

の
一
環
と
し
て
、大
手
食
品
業
者
向
け

の
農
作
物
を
卸
役
の
農
産
物
加
工
農

家
に
納
入
し
て
い
た
が
、そ
の
卸
役
の

農
家
が
突
然
倒
産
。
受
注
が
伸
び
て

体
力
を
超
え
る
取
引
を
し
て
い
た
の
が

原
因
だ
っ
た
。そ
し
て
、加
藤
氏
も
数

百
万
円
の
売
掛
金
が
回
収
で
き
な
い
と

い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
の
だ
。

　

こ
の
1
件
で
加
藤
氏
は
、生
産
者
と

購
買
者
の
間
に
入
る
卸
は
利
益
も
大

き
い
反
面
、大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
。
な
ん
と
か
流
通
の

リ
ス
ク
を
低
減
し
、安
定
供
給
を
可
能

に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
作
れ
な
い
か
と

検
討
を
重
ね
、情
報
の
仲
介
を
通
じ
て

生
産
者
と
購
買
者
を
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
る
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
仕
組
み

を
作
り
上
げ
、
運
用
を
始
め
た
の

だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
D
B
J
の
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
の
情
報
を
知
っ
た
加
藤
氏

は
、早
速
応
募
。「
直
接
の
理
由
は
シ
ス

テ
ム
開
発
費
の
捻
出
で
し
た
が
、審
査

を
重
ね
る
中
で
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、結
果
的
に
は

賞
金
獲
得
に
加
え
て
事
業
に
対
す
る

自
信
も
つ
き
ま
し
た
」

　
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
の
契
約
農
家

は
今
、静
岡
県
内
で
8
0
軒
近
く
を

数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。そ
し
て
、九
州
、

大
阪
、長
野
な
ど
県
外
へ
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。購
買
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

す
で
に
4
5
社
を
超
え
た
。

　
「
こ
の
夏
、大
手
食
品
グ
ル
ー
プ
の
惣
菜

会
社
か
ら
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
夏

メ
シ
を
売
り
出
し
た
い
と
い
う
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、特
産
の
わ
さ

び
の
茎
の
部
分
を
刻
ん
で
ご
飯
の
真
ん

中
部
分
に
乗
せ
た
お
弁
当
を
開
発
し
、

地
元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
り
出
し

た
と
こ
ろ
大
ヒ
ッ
ト
。結
果
的
に
夏
メ
シ

の
総
販
売
数
の
6
0
％
が
わ
さ
び
付
き

農
業
と
青
果
流
通
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

で
し
た
。生
産
者
、食
品
加
工
業
者
、

小
売
業
者
が
私
た
ち
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で

つ
な
が
り
、最
後
は
地
元
テ
レ
ビ
局
も
取

り
上
げ
て
く
れ
た
ほ
ど
で
す
」

　

加
藤
氏
の
次
の
目
標
は
、フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
方
式
で
4
7
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ

に
１
つ
の
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
組
織
を

設
け
て
、I
T
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

こ
と
だ
。さ
ら
に
、東
南
ア
ジ
ア
を
皮
切

り
に
世
界
中
へ
広
め
る
こ
と
も
狙
っ
て
い

る
。「
ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
役
割
・
機
能

な
の
で
、ど
の
国
で
も
使
え
ま
す
。手
始

め
に
輸
出
か
ら
始
め
よ
う
と
、香
港
、

台
湾
、タ
イ
な
ど
を
候
補
地
と
し
て

具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

女
性
起
業
大
賞
受
賞
後
、業
務
量
は

確
実
に
増
加
し
て
い
る
。社
員
も
5
人

か
ら
1
1
人
に
増
え
た
。D
B
J
か
ら

は
、新
し
い
購
買
者
の
紹
介
や
業
界
の

プ
ロ
に
よ
る
メ
ン
タ
リ
ン
グ
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
フ
ォ
ロ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

ベ
ジ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
は
今
後
、

助
走
期
か
ら
加
速
期
に
差
し
か
か
る
。

超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
も
確
実
に

増
え
る
。
当
面
の
課
題
を
見
据
え
て

加
藤
氏
は
言
う
。「
こ
の
事
業
は
ず
っ
と

進
化
し
続
け
る
と
思
い
ま
す
が
、実
は

そ
の
ベ
ー
ス
は
ま
だ
十
分
に
確
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。そ
の
間
も
仲
間
は
増
え

続
け
て
い
る
の
で
早
め
に
固
め
な
く
て
は

い
け
な
い
。プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス

な
の
で
多
く
の
人
に
使
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
意
味
が
な
い
ん
で
す
」

　

農
業
と
青
果
流
通
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
。そ
し
て
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

で
世
界
制
覇
す
る
こ
と
が
野
望
と
も

公
言
す
る
加
藤
氏
。そ
の
高
い
志
を
、

そ
し
て
加
藤
氏
に
続
く
第
2
、第
3
の

志
を
、D
B
J
は
こ
れ
か
ら
も
長
く
後

押
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

日
本
で
は
経
済
の
低
迷
、少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
、東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
の
諸
課
題
の
も
と
、意
欲
あ
る
女
性
の
起
業
活
動
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。一
方
、女
性
の
起
業
環
境
は
、就
業
経
験
の
少
な
さ
や

家
庭
と
育
児
の
両
立
の
問
題
な
ど
か
ら
、情
報
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、資
金
面
な
ど

で
多
く
の
課
題
を
有
し
て
お
り
、こ
う
し
た
女
性
の
起
業
に
対
す
る
支
援
も
、

起
業
資
金
か
ら
起
業
後
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
等
ま
で
包
括
的
な
仕
組
み
が
な
い
の

が
実
情
だ
。

　

そ
こ
で
D
B
J
は
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
志
し
、そ
の
成
長
を
探
る
女
性
に
対
し
、

資
金
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
総
合
的
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、こ
う
し
た
活
動
を
行
う
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、2
0
1
1
年

1
1
月
に「
女
性
起
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
、女
性
経
営
者
を
対
象
と

す
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。革
新
性
や
事
業

性
に
優
れ
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
、最
大
1
0
0
0
万
円
の
奨
励
金
を
支
給

す
る
と
と
も
に
、コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
終
了
後
も
外
部
の
起
業
経
験
者
や
各
種

知
見
を
有
す
る
方
々
と
連
携
し
、起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

紹
介
等
、計
画
実
現
へ
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

第
1
回
目
の
応
募
は
6
4
3
件
。今
年
も
第
2
回
目
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、1
7
6
件
の
応
募
の
中
か
ら
6
月
に
受
賞
者
を
発
表
し
た
。こ
の
う
ち

「
女
性
起
業
大
賞
」に
は
、ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
代
表

取
締
役
社
長
・
吉
本
桂
子
氏
を
決
定
。同
社
の
事
業
は
、自
社
で
の
一
貫
し
た

開
発
・
製
造
に
よ
る
高
級
ボ
ト
リ
ン
グ
日
本
茶
を
世
界
に
発
信
す
る
も
の
だ
。

D
B
J
女
性
新
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
は

解 説
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長野県軽井沢町。周囲を森に囲まれた山あ
いに立ち並ぶ「星のや 軽井沢」。ゆるやかに
流れる川沿いに点在する離れの客室が丘へ
連なり、ひとつの集落を成し、懐かしくも新しい
風景が広がっている。‘おもてなしの達人’や
‘セラピストの達人’などが、日本旅館の伝統を
踏襲しながらも、現代人のライフスタイルにあわ
せた滞在を提案する。

部
屋
数
で
は
２
０
０
９
年
に
西
洋
ホ
テ
ル
が
日
本

旅
館
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
の
衰
退
の
理
由
は
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
面
に
お
い
て
旅
行
者
の
変
化
に

対
応
す
る
努
力
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、

同
時
に
運
営
面
で
は
西
洋
ホ
テ
ル
方
式
を
真
似

し
た
こ
と
に
根
本
的
な
原
因
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。西
洋
ホ
テ
ル
の
仕
事
は
部
署
別
に

な
っ
て
い
て
、自
分
の
所
に
仕
事
が
流
れ
て
く

る
ま
で
手
待
ち
時
間
が
発
生
す
る
。そ
の
方
法

は
小
さ
な
規
模
の
日
本
旅
館
に
は
合
わ
な
い
の

で
、結
果
的
に
生
産
性
を
下
げ
て
い
ま
す
。

　

星
野
リ
ゾ
ー
ト
は
、サ
ー
ビ
ス
内
容
の
進
化

と
と
も
に
、運
営
効
率
を
高
め
る
独
自
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
手

待
ち
時
間
を
な
く
す
た
め
に
、昔
の
日
本
旅
館
の

発
想
を
ベ
ー
ス
に
、最
新
の
技
術
、シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
な
が
ら
現
代
の
労
働
形
態
に
合
う

よ
う
に
進
化
さ
せ
生
産
性
を
高
め
て
い
っ
た

わ
け
で
す
。こ
の
仕
組
み
こ
そ
が
私
た
ち
が

こ
の
2
0
年
間
取
り
組
ん
で
得
た
最
大
の
成
果

で
あ
り
、運
営
会
社
と
し
て
の
競
争
力
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
星
野
社
長
が
考
え
る「
お
も
て
な
し
」と
は

　

西
洋
の
ホ
テ
ル
で
は
お
客
さ
ま
の
要
望
が
発
生

し
た
時
に
、そ
れ
に
早
く
正
確
に
応
え
る
こ
と
が

良
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、そ
れ
は
元
々
、お
客
さ
ま

と
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
が
完
全
な
上
下
関

係
に
な
って
い
る
文
化
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、日
本
の
お
も
て
な
し
の
歴
史
は
、千
利
休

の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、主
客
が
対
等
な
関
係
で

あ
る
文
化
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。こ
の
始
ま
り
の

違
い
と
い
う
の
が
日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

あ
り
方
、ま
た
は
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
時
に

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
要
素
で
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

主
客
対
等
な
関
係
で
は
、顧
客
は
宿
に
対
し

て
高
い
文
化
度
を
期
待
し
ま
す
。「
今
日
は
ど
ん

な
趣
向
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」、

そ
う
な
る
と
西
洋
ホ
テ
ル
と
は
違
っ
て
、要
望
が

発
生
す
る
ま
で
待
っ
て
い
て
は
駄
目
な
の
で
す
。

そ
の
地
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
趣
向
を
考
え

企
画
す
る
文
化
的
な
力
量
が
試
さ
れ
る
。同
時

に
そ
こ
に
は
、私
た
ち
旅
館
側
が
顧
客
に
伝
え

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
む
こ
と
も
大
事
に
な

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
と
は
、西
洋
の

ホ
テ
ル
で
は
部
屋
を
元
通
り
に
き
れ
い
に
す
る
こ

と
で
す
が
、日
本
旅
館
で
は「
元
通
り
に
す
る
」で

は
な
く
、「
し
つ
ら
え
る
」と
言
い
ま
す
。季
節
感

を
表
現
す
る
、天
気
を
反
映
さ
せ
る
、宿
泊
さ
れ

る
お
客
さ
ま
の
こ
と
を
想
像
し
て
部
屋
を
演
出

す
る
。茶
道
、華
道
、書
道
、地
域
の
情
報
、季
節

│
│「
リ
ゾ
ー
ト
運
営
の
達
人
に
な
る
」と
い
う

企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
た
の
は
、ど
の
よ
う
な

理
由
か
ら
で
す
か
。

　

1
9
8
7
年
施
行
の
リ
ゾ
ー
ト
法
を
含
め
、

バ
ブ
ル
経
済
期
に
全
国
で
一
斉
に
新
規
参
入
が

あ
り
、市
場
が
供
給
過
剰
状
態
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
施
設
も
古
く
、

資
本
も
小
さ
い
老
舗
温
泉
旅
館
が
ど
う
や
っ

て
生
き
残
っ
て
い
く
か
を
問
わ
れ
た
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
で
す
。新
規
参
入
者
の
多
く
は
施
設

の
所
有
と
開
発
に
関
心
が
あ
り
、運
営
に
は
さ

ほ
ど
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

私
た
ち
は
運
営
に
特
化
し
、新
規
参
入
企
業

を
顧
客
に
す
る
こ
と
で
生
き
残
れ
る
と
考
え
た

の
で
す
。運
営
は
地
味
な
部
分
で
す
が
、リ
ゾ
ー
ト

事
業
の
成
否
は
運
営
の
実
力
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、そ
こ
を
担
う
会
社

に
な
っ
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

│
│
運
営
の
効
率
を
高
め
る
と
は
、具
体
的
に

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

近
年
、日
本
旅
館
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、

運
営
に
特
化
す
る
こ
と
が

生
き
残
り
へ
の
道

　株式会社星野リゾート（本社・長野県北佐久郡軽井沢町）は、ホテル・旅館など

宿泊施設の運営、スキー場、ブライダル事業などを手がける総合リゾート運営会社だ。

1991年に老舗温泉旅館の経営を先代から引き継いだ現社長の星野佳路氏は、

1987年のリゾート法施行に危機感を持つと同時に、ホテル・旅館業界の構造

変化の流れを読み、いち早くビジネスモデルを転換した。当時のリゾート経営の基本

であった開発、所有、運営の3機能を併せ持つスタイルから運営特化に脱却し、日本

では前例のない「リゾート運営の達人になる」ことを目指したのだ。以後、高満足度、

高収益、低環境負荷という3要素を同時に達成する運営の仕組み作りに取り組み、

次々と成功事例を生み出す中、「星のや」「界」「リゾナーレ」のブランドを展開。

その事業は現在、全国に31ヵ所の運営拠点を持つまでに成長した。地方の老舗

リゾート企業の生き残りをかけた決断から22年。星野氏は、そのビジネスモデルを

さらに進化させながら、日本の観光産業をもり立てるべく挑戦を続けている。

日本旅館の
おもてなしこそが

観光産業の
競争力をあげる

株式会社  星野リゾート

代表取締役社長

星野 佳路 氏

文
化
度
の
高
さ
こ
そ

日
本
旅
館
の
お
も
て
な
し
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感
の
演
出
と
い
っ
た
日
本
文
化
の
ス
キ
ル
や
知
識

が
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
に
期
待
さ
れ
ま
す
。ス
タ
ッ
フ

は
サ
ー
バ
ン
ト
で
は
な
く
、地
域
の
文
化
度
を

代
表
し
て
伝
え
る
存
在
。こ
う
し
た
文
化
度
こ
そ

日
本
旅
館
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、お
も
て

な
し
の
本
質
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

│
│
こ
の
7
月
に
は
、星
野
リ
ゾ
ー
ト
・
リ
ー
ト

投
資
法
人
が
東
京
証
券
取
引
所
に
新
規
上
場

し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ト
の
目
的
は
2
つ
あ
っ
て
、1
つ
は
、さ
ら
に

運
営
に
特
化
す
る
た
め
に
所
有
し
て
い
る
施
設

を
分
離
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
こ
と
。2
つ
め

は
観
光
立
国
を
目
指
す
上
で
一
般
投
資
家
が
観

光
に
投
資
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

で
す
。
日
本
の
観
光
産
業
は
成
長
産
業
で

あ
り
、特
に
地
方
経
済
に
と
っ
て
の
新
し
い
基
幹

産
業
の
一つ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
日
本
政
府
も

後
押
し
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、観
光
産
業
の

成
長
に
対
し
て
投
資
し
た
い
と
い
う
一
般
投
資

家
が
い
て
も
ま
だ
そ
ん
な
に
選
択
肢
は
あ
り
ま

せ
ん
。誰
も
が
参
加
で
き
る
市
場
環
境
を
作
れ

ば
、日
本
の
観
光
は
も
っ
と
盛
り
上
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。一
般
投
資
家
が
ト
ヨ
タ
や
ソ
ニ
ー
の

株
を
買
っ
て
日
本
の
製
造
業
の
世
界
進
出
を
応
援

し
た
よ
う
に
、観
光
産
業
を
も
っ
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
リ
ー
ト
に
た
ど
り

着
い
た
理
由
で
す
。

│
│
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
前
に
、

2
0
1
6
年
に
は「
星
の
や 

東
京
」も
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
ね
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
当
て
込
ん
で
仕
事
を
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が（
笑
）、重
要
な
こ
と

は
、日
本
が
真
の
観
光
立
国
に
な
る
た
め
に
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク「
後
」の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
上
で
、

開
催
ま
で
に
何
を
す
る
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、6
月
に
と
り
ま
と
め
た「
観
光
立
国

実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン・プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
中

で
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
2
0
0
0
万
人
の

高
み
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
前
回

1
9
6
4
年
の
東
京
開
催
時
は
日
本
の
戦
後

復
興
の
姿
や
東
京
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

狙
い
で
し
た
が
、2
0
2
0
年
大
会
は
東
京
だ
け

で
な
く
、地
方
の
魅
力
を
伝
え
、足
を
運
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
状
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
東
京
観
光
が

圧
倒
的
。し
か
し
、目
標
の
2
0
0
0
万
人
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
東
京
観
光
だ
け
で
は
達
成
で

き
ま
せ
ん
。外
国
人
が
行
っ
て
み
た
い
場
所
を

日
本
の
地
方
に
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
か
な
い
と

無
理
な
数
字
な
の
で
す
。日
本
に
は
全
国
に
多
様

な
文
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
。そ
う
い
う

状
況
を
い
か
に
作
っ
て
い
く
か
。そ
れ
が
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
減
少
を
防
止
し
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
2
0
0
0
万
人
か
ら
世
界
の
観
光
大
国

水
準
の
3
0
0
0
万
人
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の

試
金
石
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

同
時
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、国
内
需
要

の
重
要
性
で
す
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
＝
日
本

観
光
の
成
長
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
3
0
0
0
万
人
に
な
っ
て
も
、

国
内
の
観
光
需
要
の
2
0
％
程
度
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。日
本
の
観
光
産
業
の
特
徴
は
、国
内
に

巨
大
で
安
定
し
た
市
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、こ
れ
を
活
用
し
て
収
益
を
生
み
出
す

仕
組
み
に
転
換
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

観
光
産
業
の
現
状
の
課
題
は
需
要
で
は
な
く

収
益
性
で
す
。
生
産
性
が
上
が
れ
ば
投
資
を

呼
び
込
め
る
、そ
う
す
る
と
バ
ブ
ル
経
済
期
後

長
く
滞
っ
て
い
る
設
備
更
新
が
行
わ
れ
、良
い

サ
ー
ビ
ス
も
生
ま
れ
て
く
る
。そ
れ
が
結
果
的

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
持
続
可
能
な
成
長
を

実
現
す
る
環
境
に
つ
な
が
る
。こ
れ
が
私
が

考
え
る
戦
略
的
シ
ナ
リ
オ
で
す
。そ
の
た
め
に

政
策
面
で
最
も
重
要
な
こ
と
が「
大
型
連
休
の

地
域
別
取
得
」な
の
で
す
。観
光
先
進
国
で
す

で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
仕
組
み
は
、今
の

日
本
の
観
光
産
業
に
と
っ
て
最
も
効
果
が
高
い

処
方
箋
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1960年長野県生まれ。慶應義塾大学経済
学部卒業後、86年米国コーネル大学ホテル
経営大学院修士課程修了、日本航空開発
（現JALホテルズ）入社。米シティバンク勤務
を経て91年1月、星野リゾートの前身である
星野温泉の社長に就任。

神奈川県箱根町生まれ。
旅をテーマにエッセイ、ノ
ンフィクションなどを幅広
く執筆。主な著書に『箱根
富士屋ホテル物語』『帝国
ホテルライト館の謎』『旅
する理由』『消えた宿泊名
簿』などがある。

山口 由美
旅する作家

　

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
の

空
港
で
待
っ
て
い
た
の
は
、１
９
６
５
年
製
の
黒
い
メ
ル
セ
デ
ス

だ
っ
た
。単
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
演
出
す
る
だ
け
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
で
は
な
い
、重
厚
な
存
在
感
。不
思
議
に
思
っ
て
運
転

手
に
聞
く
と
、誇
ら
し
げ
に
彼
は
答
え
た
。

　
「
か
つ
て
シ
ア
ヌ
ー
ク
前
国
王
が
お
乗
り
に
な
っ
て
い
た

車
で
す
」

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
あ
る
ア
マ
ン
リ

ゾ
ー
ツ
、ア
マ
ン
サ
ラ
は
、か
つ
て
の
王
族
の
迎
賓
館
だ
と
記

さ
れ
て
い
た
。よ
く
読
め
ば
１
９
６
０
年
代
と
記
述
が
あ
っ

た
の
に
、私
は
勝
手
な
思
い
込
み
で
、シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
を
代
表

す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル・ド
ゥ・ア
ン
コ
ー
ル

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
時
代
の

コ
ロ
ニ
ア
ル
ホ
テ

ル
を
思
い
描
い
て

い
た
。し
か
し
、

そ
こ
に
建
っ
て
い

た
の
は
、円
形
の

屋
根
が
印
象
的

な
、ミ
ッ
ド
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
を
体
現
す

る
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

　

１
９
５
３

年
、フ
ラ
ン
ス

か
ら
の
独
立

を
な
し
え
た

の
が
ノ
ド
ロ
ム・

シ
ア
ヌ
ー
ク
で

あ
る
。東
西
冷

戦
の
さ
な
か
、

そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
独
自
路
線
の
外
交
は
や
が
て

破
綻
。７
０
年
の
ロ
ン・ノ
ル
政
権
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
以
後
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、長
く
イ
ン
ド
シ
ナ
紛
争
と
、続
く
ポ
ル
ポ
ト

独
裁
の
悲
劇
に
翻
弄
さ
れ
た
。植
民
地
支
配
と
戦
争
の
時

代
の
狭
間
、つ
か
の
間
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
平
和
と
豊
か
さ
が

あ
っ
た
の
が
、ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
１
９
６
０
年
代
な
の

で
あ
る
。

　
一般
に
ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
名
称
で
知
ら
れ
る
ア
ン
コ
ー
ル

遺
跡
群
は
、東
京
都
２
３
区
に
相
当
す
る
広
大
な
面
積
に
、

主
な
も
の
だ
け
で
２
６
も
の
遺
跡
が
点
在
す
る
、壮
大
な

ス
ケ
ー
ル
の
古
代
都
市
だ
。ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
は
、そ
の

ひ
と
つ
に
過
ぎ
な
い
。ク
メ
ー
ル
王
朝
の
繁
栄
は
、９
世
紀
の

初
め
か
ら
１
５
世
紀
半
ば
ま
で
、６
百
年
あ
ま
り
続
い
た
。

そ
の
絶
頂
期
、こ
こ
は
、東
南
ア
ジ
ア
最
大
か
つ
最
強
の
帝
国

の
、当
時
と
し
て
は
世
界
で
も
最
大
級
の
都
市
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

独
立
闘
争
の
頃
か
ら
民
族
の
象
徴
と
し
て
、ア
ン
コ
ー
ル

遺
跡
の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
シ
ア
ヌ
ー
ク
は
、当
時
、賓
客

を
決
ま
っ
て
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
案
内
し
た
。そ
の
迎
賓
館
と

な
っ
た
の
が
、ア
マ
ン
サ
ラ
の
前
身
、ヴ
ィ
ラ・プ
リ
ン
シ
エ
ー
ル

だ
っ
た
。モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
美
し
い
館
は
、そ
の
後
、何
度
と
な
く

名
称
を
変
え
、ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
、苦
難
の

時
代
を
満
身
創
痍
で
生
き
な
が
ら
え
た
。

　

ア
マ
ン
リ
ゾ
ー
ツ
の
創
業
者
、エ
イ
ド
リ
ア
ン・ゼ
ッ
カ
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
つ
か
の
間
の
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
し
て
い

た
頃
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
経
歴
が
あ
る
。こ
の
ヴ
ィ
ラ

に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。２
０
０
２
年
、ア
マ
ン

サ
ラ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
背
景
に
は
、若
き
日
の
追
憶

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
書
棚
に
は
、若
き
日
の
シ
ア
ヌ
ー
ク

前
国
王
夫
妻
の
写
真
が
あ
っ
た
。昨
年
１
０
月
に
亡
く
な
る

ま
で
〞独
立
の
父
〞と
慕
わ
れ
た
国
王
。夫
人
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

の
デ
ザ
イ
ン
が
ま
た
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
幸
福

だ
っ
た
ミ
ッ
ド
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
の
時
代
を

彷
彿
と
さ
せ
る
の

だ
っ
た
。

アマンサラ h t t p : / /www . ama n r e s o r t s . c om / ama n s a r a / h ome . a s p x

ミ
�
ド
セ
ン
チ
�
リ
�
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

第 1 2 回

若き日のシアヌーク前国王夫妻

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
の
鍵
は

多
様
な
日
本
文
化
へ
の
理
解

アマンサラのエントランスとプール

密林の中に佇むアンコールワット


